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見落とすな 『一時停止の標識』
確実な『一時停止』と左右の安全確認

気を付けないと･･･
落ちるぞ！ すべるぞ！ ぶつかるぞ！

○ 車間距離を十分確保し、スピードダウンで追突防止
○ 凍結路面のスリップ防止（早朝、夜間、日陰等の凍結路面に注意）
○ 停止するときは、早めに減速し、車間１台分をあける（スリップ時の追突防止）
○ “急”のつく動作の厳禁、シフトダウンもゆるやかに
○ 無理な追越し、車線変更はしない
○ 狭い道でのすれ違い時は、車両停止の徹底（無理して先に進まない）

雪山で見えにくい時は…身を乗り出して確認
雪山の陰からの飛び出し注意

冬道での追い越しは事故に直結 危険な追い越し 生命の危険

路面状況の変化に注意 日中に雪解けが進み、夜間凍結

交差点手前、滑って交差点内で衝突 注意

「構内」事故の防止 （バック事故多発･･･後方の安全確認）

○ 駐停車車両の陰から・・・出てくるかも知れません、注意しましょう
○ 右折する時は、歩行者をしっかり確認しましょう
○ 『左折巻き込み事故』に注意しましょう

滝川 吹雪で見通しがきかない状態
トラックなど１１台関係の事故 ６人けが
先頭の車がブレーキ・・・後続車が次々追突

２０１８年０１月２３日 １５時３７分
２３日午後０時すぎ、滝川市の道央自動車道の上り線でトラックなど車１１台が絡む事故があり、６人がけが

をしました。事故当時、現場周辺は吹雪で見通しがきかない状態だったということです。警察は目撃情報などか
ら、先頭の車がブレーキをかけたことで後続の車が次々と衝突したとみて詳しく調べています。

滝川、国道12号 地吹雪 アイスバーン スリップ
回転しながら対向のミキサー車と正面衝突、軽乗用車の女性死亡

畑が広がり、積もった雪が風で吹き上げられる地吹雪の状況
２０１８．１．２３ １１：４８

２３日午前８時１０分ごろ、滝川市江部乙町の国道１２号で、看護師の女性（５９）の軽乗用車と、運転手の男性
（５２）の大型ミキサー車が衝突し、女性が頭を強く打って搬送先の病院で死亡した。滝川署によると、現場は片
側１車線の直線で、路面は凍っていた。軽乗用車がスリップし、回転しながら対向車線の大型ミキサー車と衝突
したとみている。当時の路面は圧雪アイスバーンだったうえ周辺には畑が広がり、積もった雪が風で吹き上
げられる地吹雪の状況だったということで警察は事故の原因について詳しく調べています。

橋の上 凍結、スリップ 正面衝突 １人死亡、２人けが
２０１８／１／２３（火） １１：４２

２３日午前８時１５分ころ、広島県の橋の上で車２台が正面衝突し、男性１人が死亡、２人がけがをしました
。警察は、凍結によるスリップが原因とみて調べています。

トラック運転手、ながらスマホで追突 ５人死傷
２０１８年１月２３日 ０８時５１分

滋賀県の名神高速道路で昨年１１月、５台が絡み５人が死傷した多重追突事故で、大型トラックを運転してい
た、運送会社社員の男性被告（５０）＝自動車運転処罰法違反（過失致死傷）の罪で起訴＝がスマートフォン操作
に気を取られていたため、前方の乗用車に追突したことが捜査関係者への取材で分かった。被告の初公判は２５
日、大津地裁で開かれる。捜査関係者によると、被告はトラック運転中にスマホを見ていたという。起訴状など
によると、同被告は前方左右を注視せず、渋滞のため停止中か減速中だった会社員の男性＝当時（４４）＝の車を
２．６ｍメートル手前でようやく確認。このため急ブレーキをかけても間に合わず追突し、男性は頭を強く打って
死亡した。

踏切で立ち往生 車を降りて列車に向かって手を振っていた男性
列車にはねられ死亡

２０１８／１／２３（火） １１：０２
２２日午後７時半ごろ、千葉県のＪＲの踏切で、普通列車（４両編成）が立ち往生していた軽トラックと衝突

。車の外で列車に向かって手を振っていた運転手とみられる７０代くらいの男性が全身を強く打ち、搬送先の病院
で死亡が確認された。


